
ら

待
望
の
林
道
下
山
～
海
老
線
開
通

　
地
域
住
民
の
久
し
い
願
い
で
あ
っ
た

下
山
と
海
老
両
部
落
を
結
ぶ
道
路
の
開

設
が
、
昭
和
47
年
度
以
来
、
四
年
間
継

続
、
民
有
林
普
通
林
道
下
山
～
海
老
線

開
設
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ
、
こ
の
た

び
完
成
、
地
元
住
民
と
関
係
者
の
喜
び

、い
、
監
’
　
、

の
も
と
に
、
九
月
一
日
現
地
及
び
町
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
完
成
式
典
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
林
道
は
、
巾
四
遣
で
全
長
は
橋

梁
（
4
4
m
）
一
個
所
を
含
む
三
、
二
二

五
m
に
及
び
、
事
業
費
一
億
三
千
三
六

灘馨醐鰯騒鰯灘

無
一
矯

灘獺難騰

縷辮獺麟，蹴

灘
鱗
　
語
㈱
鋸
難
　
　
贈
　
麟
，
蓬

繋
羅
諜
灘
　
蕪
難
難
、
瀬
∞
∞

羅鞭
難
躍
購
灘
灘
舞
麗
灘
鐘

難
麟
灘
融
難

臓
霧
麓
滋
饗
総

鞭
灘
灘
灘
灘
醗
難
灘
，
籔

鍵
難
　
簗
　
　
　
　
　
饗
顯
攣

　
霧
　
　
　
　
　
棚
灘
　
　
描

懸躍灘奪欝．麗灘編
騒難難襲灘灘鍵難羅蘂

○
万
円
を
要
し
た
大
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
道
の
完
成
は
、
松
代
か
ら

下
山
を
経
て
海
老
・
東
山
に
至
る
、

自
動
車
に
よ
る
通
行
を
可
能
に
し

た
も
の
で
、
森
林
造
成
の
振
興
と

と
も
に
地
域
の
生
活
路
線
と
し
て
、

そ
の
発
展
に
大
い
に
役
立
つ
も
の

で
あ
り
ま
す
。

越
道
川
に
こ
ん
な
立
派
な
橋
が
か

か
り
ま
し
た
。

着
手
前
1
Ψ
完
成

林道下山～海老線年度別事業の概要
　　　　　　　　　　　（事業費単位＝千円）

ミ
を
ミ
ミ
ミ
を
ミ
ミ
ミ
ミ

行
　
　
館
平
番

昭和50年9月10日発

　　第190号
東頸城郡松代町公民

館長　関　谷　昭

電話　松代　301

印刷　松代印刷所

乏
∈
∈
≦
∈
乏
∈
≦
≦

鞭
事　業　量

事業費
事業費内訳

延　長 巾員 国庫補助金 起　債 一般財源、

47
　m840 m

4

22，000 14，784 2，500 4，716

48 1，160 4 41，600 28，048 8，400 5，152

49 　936欄4m1ケ所4 55，000 37，135 7，900 9，965

50 289 4 15，000 10，080 4，300 620

全体 3，225 4 133，600 90，047 23一，100 20，453

（1）
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前
頁
か
ら
続
く

難
、
灘睡

「
林
道
完
成
写
真
」

国
勢
調
査
の
年
で
す

　
十
月
一
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い
に

第
十
二
回
目
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
国
勢
調
査
は
、
皆
さ
ん
の
明
る
い

暮
ら
し
と
住
み
よ
い
町
造
り
の
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
進
め
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
の
調
査
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
宅

へ
も
、
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま

国勢調査シンボルマーク

で
の
間
に
、
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入

の
お
願
い
に
あ
が
り
ま
す
。
調
査
票
に

は
、
お
宅
に
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
人
を

も
れ
な
く
記
入
し
て
下
さ
い
。
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
十
月
一
日
か

ら
五
日
ま
で
に
、
調
査
員
が
取
り
集
め

に
伺
い
ま
す
。
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

こ
．
と
は
、
決
し
て
他
に
も
ら
し
た
り
、

統
計
を
作
る
以
外
に
使
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
、
農
繁
期
で
大
変
で
し
ょ
う
が

正
確
な
統
計
資
料
作
成
の
為
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

完
成
を
喜
ぷ
地
元
の
人
達
と
テ
ー
プ
を
切
る
落
合

県
林
政
課
長
と
松
代
町
長
・
：
：
・
現
場
で

東
京
大
学
稲
垣
教
授

　
松
苧
神
社
社
殿
調
査
に
来
町

　
　
　
　
　
近
く
再
調
査
も

　
去
る
七
月
二
十
九
日
、
町
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
松
苧
神
社
社
殿
を

東
京
大
学
稲
垣
教
授
と
県
文
化
財
行
政

課
駒
形
主
任
が
来
町
し
調
査
さ
れ
ま
し

た
。

　
県
の
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
は
修
繕

を
必
要
と
す
る
個
所
が
多
く
難
題
が
あ

る
よ
う
で
し
た
が
、
由
緒
あ
る
社
殿
で

あ
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
い
う
ち
に
再
度
調
査
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

こ
ん
な
立
派
な
道
が
き
れ
ま
し
た
。

「
上
」
着
手
前
　
　
「
下
」
完
成

海
老
か
ら
下
山
へ

　
向
う
に
下
山
の
家
並
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
え
る

60才以上の方々のつどい
　　　　　　高砂クラブ」

第3回9月26日を10月1臼に変更しまず。

r高齢者の福祉制度1について

　　　　　　　　　　町社会課長のお話を聞き
〃

　生きがい“について、映画を見たり

　　　　　　　　　みんなで考えてみましよう

午後1時半に、町総合センターにお集まりくだ

さい。



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
③

高
血
圧
の
薬
の
話

　
出
稼
者
検
診
や
循
環
器
検
診
は
、
高

血
圧
症
を
早
く
見
つ
け
て
、
そ
れ
以
上

す
、
ま
な
い
よ
う
に
、
或
は
高
血
圧
症

を
な
お
し
て
正
常
な
状
態
に
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
部
落
の
集
会
や
公
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
治
療
を
必
要
と

す
る
人
が
大
勢
お
り
ま
す
。
高
血
圧
症

の
治
療
に
は
生
活
の
調
整
、
栄
養
、
医

療
が
大
切
な
柱
に
な
り
ま
す
。
今
回
は

薬
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
書
い
て
み
ま

す
。薬

よ
り
も
生
活
の
中
で

　
一
般
に
薬
を
使
っ
て
治
療
す
る
と
い

う
こ
と
は
出
来
れ
ば
避
け
た
方
が
よ
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
食
事
と
か
労
働
な
ど
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
下
げ
る
、
即
ち
日
常
生
活
の
中

で
下
げ
る
の
が
一
番
良
い
の
で
す
が
、

生
活
指
導
で
血
圧
が
下
ら
な
か
っ
た
場

合
に
は
薬
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

高
血
圧
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次

の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
、
た
だ
血
圧
を
下
げ
る
だ
け
が
治
療

　
で
は
な
い
。

二
、
薬
だ
け
で
は
血
圧
は
下
ら
な
い
。

薬
に
は
種
類
が
多
い

　
血
圧
の
薬
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。

一
、
は
じ
め
に
作
用
が
弱
く
副
作
用
の

　
少
い
も
の
を
少
量
か
ら
使
い
ま
す

二
、
さ
ら
に
強
い
薬
に
か
え
、
な
お
効

　
果
が
不
充
分
な
と
き
は
、
ち
が
っ
た

　
効
き
方
を
す
る
薬
を
併
用
し
ま
す
。

三
、
以
上
の
方
法
で
目
標
血
圧
に
下
っ

　
た
ら
、
や
＼
減
量
し
て
維
持
量
を
き

　
め
ま
す
。

高
血
圧
の
薬
に
は
次
の
よ
う
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。

一
、
尿
中
に
多
量
の
ナ
ト
リ
ゥ
ム
（
塩

　
分
の
一
種
）
を
出
さ
せ
利
尿
作
用
が

　
あ
る
。

　
こ
の
薬
は
食
塩
を
多
く
と
る
日
本
人

　
に
は
適
し
て
い
ま
す
が
、
尿
中
に
塩

　
分
が
出
る
か
ら
と
い
っ
て
、
食
生
活

　
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
の
は
間
違

　
い
で
す
。

二
、
温
和
な
血
圧
降
下
作
用
が
あ
り
、

　
微
量
で
有
効
だ
か
ら
経
済
的
で
す
。

　
一
生
飲
む
も
の
と
し
て
適
す
る
薬
で

　
す
が
忍
耐
強
く
待
つ
こ
と
が
大
切
。

三
、
末
梢
血
管
の
筋
肉
を
ゆ
る
め
る
作

　
用
が
あ
り
副
作
用
の
少
い
薬

四
、
腎
臓
が
そ
ろ
そ
ろ
侵
さ
れ
そ
う
に

　
な
り
、
か
な
り
強
力
に
血
圧
を
下
げ

　
る
時
に
使
わ
れ
る
。

五
、
腎
臓
の
合
併
症
の
あ
る
と
き
に
好

　
ん
で
用
い
ら
れ
る
薬

六
、
鎮
静
効
果
が
あ
り
強
力
な
血
圧
降

　
下
作
用
が
あ
る
。

　
量
を
少
く
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
服

　
用
す
る
。

七
、
血
圧
を
上
げ
る
物
質
の
分
泌
を
押

　
え
る
作
用
が
あ
る
が
、
こ
の
薬
だ
け

　
の
使
用
で
は
十
分
目
的
を
達
し
な
い

　
か
ら
他
の
薬
と
併
用
す
る
。

以
上
が
大
ま
か
な
薬
の
特
徴
で
す
が
、

薬
に
は
大
か
れ
少
か
れ
必
ず
副
作
用
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
は

一
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
共
に
カ
リ
ウ
ム
も

　
失
わ
れ
る
。

二
、
鼻
づ
ま
り
に
な
る
。

三
、
食
欲
不
振
や
吐
き
気
が
あ
る
。

四
、
心
臓
の
悪
い
人
に
は
使
わ
れ
な
い

　
薬
も
あ
る
。

五
、
頭
痛
を
お
こ
す
人
も
あ
る
。

六
、
頭
が
ボ
ヤ
ッ
と
し
て
気
分
が
悪
く

　
な
っ
た
り
フ
ラ
フ
ラ
す
る
人
も
あ
る
。

七
、
目
ま
い
の
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
薬
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
あ
り
又
副
作
用
も
あ
り
ま
す
。

薬
は
必
ず
医
師
の
指
示
で

　
ど
の
患
者
に
ど
の
薬
を
使
う
か
、
ど

の
程
度
に
そ
の
人
の
血
圧
を
下
げ
れ
ば

よ
い
か
な
ど
、
問
題
は
む
ず
か
し
く
そ

の
人
の
年
令
を
考
え
、
合
併
症
の
進
行

の
程
度
を
考
え
て
慎
重
に
医
師
が
決
定

し
ま
す
。
　
一
、
ニ
ケ
月
で
薬
が
効
い
て

く
る
人
も
た
ま
に
は
あ
り
ま
す
し
、
三

ケ
月
後
、
　
一
年
後
に
漸
く
き
い
て
く
る

人
も
い
ま
す
。

薬
が
な
く
な
る
前
に
医
師
へ

　
最
初
先
生
が
三
日
と
か
五
日
間
投
薬

さ
れ
ま
し
た
ら
、
そ
の
薬
が
な
く
な
る

日
、
又
は
一
日
前
位
に
必
ず
受
診
し
て

体
の
様
子
を
話
し
た
り
、
注
意
な
ど
聞

い
て
投
薬
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

く
す
り
の
飲
み
方
の
注
意

一
、
時
間
を
守
る

　
飲
ん
だ
薬
は
胃
腸
を
と
お
り
、
た
い

　
て
い
小
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。

　
空
腹
時
で
は
胃
腸
へ
の
移
行
が
早
く

　
吸
収
も
早
く
な
り
ま
す
。

　
食
後
三
十
分
た
て
ば
食
物
は
胃
の
中

　
で
ド
ロ
ド
ロ
の
か
ゆ
状
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。
胃
粘
膜
に
対
す
る
刺
戟
が
少

　
く
従
っ
て
胃
腸
障
害
も
少
く
な
り
ま

　
す
。

二
、
正
し
い
量
を

　
昼
の
み
忘
れ
た
か
ら
と
夜
二
回
分
一

　
緒
に
の
ま
な
い
こ
と
。

　
た
く
さ
ん
飲
ん
で
も
早
く
効
く
ど
こ

　
ろ
か
副
作
用
が
多
く
な
る
だ
け
で
す
。

三
、
飲
み
物
と
の
関
係

　
酒
の
場
合
“
精
神
安
定
剤
が
使
わ
れ

　
て
い
る
場
合
に
は
更
に
眠
く
な
り
、

　
思
わ
ぬ
事
故
を
お
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

　
酒
に
酔
い
易
く
少
量
の
酒
で
赤
く
な

　
っ
た
り
す
る
。

四
、
保
管
場
所

　
温
度
・
湿
度
・
光
に
注
意
。

　
し
っ
か
り
し
た
空
か
ん
に
入
れ
冷
暗

　
所
に
お
く
。

五
、
安
全
に
注
意

　
子
供
が
大
量
の
安
定
剤
を
の
む
と
大

　
変
、
色
が
き
れ
い
で
子
供
の
興
味
を

　
さ
そ
い
ま
す
。
充
分
注
意
し
て
下
さ

　
い
◎

六
、
売
薬
と
の
併
用
も
危
険
で
す

　
ど
ん
な
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
必
ず
医

　
師
に
話
し
て
下
さ
い
。

七
、
体
の
調
子
が
良
い
か
ら
と
い
っ
て

　
自
己
流
に
減
量
し
た
り
、
家
族
間
で

　
の
流
用
も
し
な
い
で
下
さ
い
。

八
、
服
薬
中
の
異
常
は
些
細
な
こ
と
で

　
も
医
師
に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
で
薬
の
こ
と
を
終
り
ま
す
が
、
高

血
圧
症
で
余
病
を
出
し
た
人
の
う
ち
、

正
し
く
薬
を
飲
ん
だ
人
は
九
％
で
し
た

が
、
飲
ん
だ
り
止
め
た
り
し
た
人
は
倍

以
上
の
二
十
％
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
治
療
を
し
て
い
る
人
は
医
師
の
指
示

を
よ
く
守
り
、
き
ち
ん
と
服
薬
し
て
日

常
生
活
に
充
分
注
意
し
て
、
脳
卒
中
や

心
臓
病
で
臥
床
し
な
い
よ
う
に
、
本
人

は
勿
論
で
す
が
家
族
の
人
達
も
充
分
注

意
し
協
力
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



年
間

無
受
診
の

老
人
を
表
彰

　
七
十
才
以
上
の
老
人
の
医
療
費
が
無

料
に
な
り
、
比
較
的
医
療
を
受
け
や
す

く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
一

年
間
（
昭
和
四
九
年
四
月
一
日
か
ら
五

〇
年
三
月
三
一
日
ま
で
）
医
者
に
か
か

ら
な
か
っ
た
老
人
が
松
代
町
に
二
十
八

人
お
ら
れ
ま
す
。

松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
会
長
秋
山

利
作
）
で
は
、
こ
の
方
々
の
長
寿
と
健

康
を
た
た
え
て
、
敬
老
の
日
に
記
念
品

を
贈
り
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
松
代
）
鈴
木
昌
司
、
植
木
タ
マ
、
宮

沢
正
臣
、
高
橋
ハ
ル
（
千
年
）
柳
仙
太

郎
（
池
尻
）
室
岡
リ
セ
（
蓬
平
）
小
堺

マ
サ
、
小
堺
シ
ゲ
（
海
老
）
石
沢
ハ
ル

石
沢
昌
美
（
孟
地
）
柳
キ
ク
ノ
、
山
本

オ
キ
（
田
野
倉
）
樋
ロ
セ
チ
、
斉
藤
キ

ク
ノ
（
仙
納
）
室
岡
シ
ゲ
（
小
貫
）
中

村
キ
ョ
（
寺
田
）
井
上
政
治
（
儀
明
）

仲
村
ナ
カ
、
佐
藤
才
之
助
、
小
堺
つ
る

小
堺
ヨ
シ
（
福
島
）
美
濃
和
ヤ
ヨ
イ
、

美
濃
和
政
則
（
竹
所
）
佐
藤
直
吉
、
中

条
モ
ミ
、
五
十
嵐
周
治
（
峠
）
牧
田
政

吾
、
牧
田
オ
キ

今
冬
の
出
稼
は
か
つ
て
な
い
就
職
難
で
す

　
選
り
好
み
し
て
い
て
は
出
稼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
め
に
決
め
ま
し
ょ
う

　
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
に
加
入
し
よ
う

　
心
身
障
害
者
を
扶
養
す
る
保
護
者
の

方
々
の
大
き
な
不
安
の
ひ
と
つ
は
、
自

分
の
死
後
、
残
さ
れ
た
障
害
者
が
生
涯

に
わ
た
り
幸
わ
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
保
護
者
の
相
互
扶
助

の
精
神
に
も
と
づ
き
、
保
護
者
の
方
々

の
精
神
的
・
経
済
的
不
安
を
解
消
し
、

保
護
者
の
死
後
、
残
さ
れ
た
障
害
者
の

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

加
入
要
件

　
保
護
者
の
年
令
が
四
五
才
未
満
で
あ

る
こ
と
。

障
害
者
本
人
が
宥
神
薄
弱
者
P

級
か
ら
三
級
ま
で
の
身
体
障
害
者
但
そ

の
た
O
⇔
と
同
程
度
の
障
害
者
で
あ
る

こ
と
。

年
金
額

　
加
入
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
廃
疾
に

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
月
か
ら
障
害
者

に
毎
月
二
万
円
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

掛
金
額
（
一
ケ
月
）

　
加
入
者
が
三
五
才
未
満
　
　
一
千
円

　
三
五
才
以
上
四
五
才
未
満
千
三
百
円

　
四
五
才
以
上
　
　
　
　
　
千
五
百
円

松
代
町
で
は
こ
の
掛
金
の
二
分
の
一
を

補
助
し
て
お
り
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ
半

額
で
済
み
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
福
祉
係
へ
照
会
し
て
下

さ
い
。護

国
神
社
奉
賛
金
お
礼

　
新
潟
県
護
国
神
社
鎮
座
三
十
周
年
記

念
事
業
奉
賛
金
ご
奉
納
に
つ
い
て
は
、

去
る
六
月
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
願
い

致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
目
標
額
十
七
万

円
に
対
し
二
十
四
万
六
千
三
百
二
十
九

円
と
目
標
額
を
大
幅
に
上
回
る
浄
財
を

お
寄
せ
い
た
だ
、
ま
し
た
、
早
速
新
潟

の
奉
賛
会
事
務
局
へ
ご
送
金
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
感
謝
の
書
状
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
＼
に
謹
ん
で
ご
報
告
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但

　
　
行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　
お
役
所
仕
事
で
、
納
得
で
き
な
い
、

ど
う
に
か
し
て
も
ら
い
た
い
、
不
親
切

な
め
に
あ
っ
た
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
こ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の

方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

　
相
談
員
は
行
政
相
談
員
佐
藤
秀
雄
氏

一
、
十
月
十
三
日
（
月
）
午
前
十
時
か

　
ら
正
午
ま
で
蒲
生
公
民
館
で

二
、
十
月
十
五
日
（
水
）
午
前
十
時
か

　
ら
正
午
ま
で
奴
奈
川
支
所
で

三
、
行
政
、
人
権
擁
護
、
心
配
ご
と
の

　
合
同
相
談

　
十
月
十
七
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら

　
正
午
ま
で
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

戸
籍
の
窓
口
か
ら

八
月
受
付
分
（
受
付
順
）

襲砦　
　
　
　
父
宣
泰
　
　
松
代

高
橋
陽
子
　
　
　
　
長
女

　
　
　
　
母
美
津
江
　
　
　
治
郎
兵
衛

　
　
　
　
父
信
　
男

鈴
歪
浩
母
っ
ゆ
子
二
男
松
代
桶
屋

　
　
　
　
　
父
秀
　
行

若
月
由
里
子
　
　
　
　
長
女
田
代
水
上

　
　
　
　
　
母
さ
と
江

　
　
　
　
父
孝

中
村
香
織
　
　
　
　
長
女
儀
明
　
大
西

　
　
　
　
母
洋
　
子

中
村
ヤ
ス
　
五
六
才

鈴
木
ミ
ン
　
六
八
才

大
熊
テ
ル
子
六
六
才

鈴
木
四
郎
治
七
五
才

富
沢
金
作
　
六
九
才

中
沢
ハ
ル
　
七
〇
才

横
尾
カ
ヨ
　
九
三
才

牧
田
　
一
　
七
一
才

松
代
　
田
鍬

松
代
た
た
み
や

太
平
大
家

松
代
桶
屋

小
荒
戸
　
長
峯

寺
田
　
小
林

峠
か
ん
ぜ
ん
さ

峠
　
北
方

人ロのうこき
（9月1日現在）
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人

出生　　4　死亡　　8

転入　16　転出　30
増計　20　減計　38



昭
和
5
0
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
じ
ま
る

　
　
　
　
”
運
動
期
間
9
月
2
2
日
～
1
0
月
1
日
ま
で
”

◎
運
動
の
重
点

　
こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
・
運
転
者
・

事
業
所
の
交
通
に
関
係
の
あ
る
す
べ
て

の
者
に
正
し
い
交
通
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

特
に
こ
ど
も
と
老
人
及
び
自
転
車
利
用

者
を
事
故
か
ら
守
る
こ
と
を
重
点
と
し

ま
す
。

「
老
人
の
交
通
事
故
防
止

○
外
出
に
は
明
る
い
色
の
服
装
を
す
す

　
め
ま
し
ょ
う
。

○
懐
中
電
灯
や
反
射
性
器
具
を
身
に
つ

　
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
は
で
き
る
だ
け
外
出
を
と
り
や

　
め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
事
故
に
結
び
つ
く
お
と
し
よ
り

　
　
　
　
　
ん

の
特
性
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

○
気
持
は
若
く
て
も
、
手
足
や
か
ら
だ

　
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
。

○
動
作
が
全
体
的
に
ゆ
っ
く
り
で
あ
る
。

○
交
通
の
き
ま
り
を
知
ら
な
い
し
、
無

　
関
心
で
あ
る
。

｝
「
子
供
の
交
通
事
故
防
止

◎
危
な
い
遊
び
を
見
た
ら

　
一
声
注
意
を
し
ま
し
ょ

　
う
。

子
供
の
交
通
事
故
は
、
保

育
所
や
学
校
か
ら
家
庭
に

帰
っ
て
か
ら
の
午
後
2
時

か
ら
午
後
6
時
こ
ろ
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
保
護
者
の
方
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ

い
。○

外
へ
出
る
と
き
は
、
行

　
き
先
を
聞
き
、
具
体
的

　
に
交
通
安
全
の
注
意
を

　
す
る
。

○
幼
児
を
一
人
で
遊
ば
せ

　
な
い
。

○
子
供
を
一
人
で
使
い
に

　
出
さ
せ
な
い
。
ま
た
、

　
次
の
よ
う
な
危
険
性
を
見
つ
け
た
ら
、

　
「
あ
ぶ
な
い
よ
」
　
「
こ
っ
ち
へ
き
な

　
さ
い
」
と
注
意
し
、
あ
ぶ
な
い
わ
け

　
を
話
し
て
や
め
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

○
幼
児
が
道
路
で
ヨ
チ
ョ
チ
歩
き
を
し

　
て
い
る
。

○
道
路
で
遊
ん
だ
り
ふ
ざ
け
て
い
る
。

○
道
路
の
そ
ば
で
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
遊

　
び
を
し
て
い
る
。

○
自
転
車
の
二
人
乗
り
を
し
て
い
る
。

○
車
の
す
ぐ
前
や
す
ぐ
後
ろ
を
い
き
な

　
り
横
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ミ
老
人
と
子
供
に
共
通
し
た
交
通
事
故

　
防
止

◎
安
全
な
横
断
の
た
め
に
手
助
け
し
よ

　
う
。
お
と
し
よ
り
と
子
供
の
交
通
事

　
故
は
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
一
番

　
多
く
起
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

○
歩
く
速
さ
と
車
の
速
さ
の
違
い
が
よ

　
く
わ
か
ら
な
い
。

○
車
の
か
げ
に
な
っ
て
見
え
な
い
車
に

　
は
注
意
を
払
わ
な
い
。

〇
一
方
の
車
だ
け
を
見
て
そ
の
車
が
通

　
り
す
ぎ
る
と
す
ぐ
に
と
び
出
す
。

こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。
車
を
運

転
す
る
人
、
現
場
に
居
合
せ
た
人
等
み

ん
な
が
協
力
し
あ
い
、
道
路
を
渡
ろ
う

と
し
て
い
る
お
と
し
よ
り
や
子
供
を
見

た
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
安
全
な
横
断

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

○
運
転
者
は
、
早
め
に
速
度
を
お
と
し

　
車
を
止
め
る
。

○
他
の
交
通
に
も
注
意
し
、
安
全
を
確

　
か
め
て
か
ら
横
断
し
て
よ
い
こ
と
を

　
知
ら
せ
る
。

○
横
断
中
も
危
険
な
車
が
な
い
か
注
意

　
し
て
や
る
。

酉
通
学
道
路
の
沿
線
の
住
民
・
商
店
の

方
々
に
は
次
の
こ
と
を
、
ご
協
力
願

　
い
ま
ず
。

◎
朝
七
時
三
〇
分
か
ら
八
時
三
〇
分
ま

　
で
の
一
時
間
道
路
に
車
を
駐
車
し
な

　
い
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
通
園
・
通

　
学
が
安
全
で
あ
る
よ
う
に
特
に
お
願

　
い
し
ま
す
。

　
松
代
町
か
ら

　
　
交
通
事
故
を
出
さ
な
い
よ
う
に

　
み
ん
な
で
協
力
・
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ヨ
ぽ
き
ヨ
ぽ

　
　
交
通
マ
ナ
ー
が
向
上

　
　
交
通
安
全
指
導
実
施
さ
る

　
今
年
の
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の

一
つ
と
し
て
、
八
月
十
四
日
午
前
と
午

後
の
二
回
、
犬
伏
地
内
で
松
代
町
に
の

り
入
れ
る
自
動
車
の
運
転
手
に
、
警
察

官
・
交
通
指
導
員
・
交
通
安
全
協
会
員

・
全
母
の
会
の
方
30
名
が
、
安
全
運
転

を
要
請
し
、
冷
い
紙
タ
オ
ル
・
チ
ラ
シ

・
マ
ッ
チ
等
配
布
す
る
と
と
も
に
、
広

報
車
に
よ
る
事
故
防
止
の
呼
び
か
け
を

行
な
い
ま
し
た
。
通
過
し
た
車
は
約
四

三
〇
台
で
し
た
。

　
今
年
は
免
許
証
不
携
帯
・
整
備
不
良

車
等
は
一
件
も
な
く
、
運
転
車
の
交
通

マ
ナ
ー
も
向
上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
で
あ
っ
た
事
は
運

転
す
る
皆
さ
ん
の
自
覚
に
よ
る
も
の
で

あ
り
よ
ろ
こ
ば
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
層
　
安
全
運
転
と
正
し
い

運
転
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
は
、
交
通
安
全
指
導
の
状
況
、

　
松
代
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勃
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炎
天
下
五
百
余
名
の
意
気
あ
が
る

　
　
　
　
松
代
町
消
防
団
連
合
演
習

　
永
い
あ
い
だ
の
堅
実
な
活
動
が
認
め
ら
れ
た
当
町
消
防
団
は
、
本

年
三
月
四
日
、
消
防
庁
長
官
か
ら
、
優
良
消
防
団
と
し
て
竿
頭
綬
を

受
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　
長
官
表
彰
を
記
念
し
て
の
町
消
防
団
連
合
演
習
が
、
8
月
2
1
日
松

代
中
学
校
及
び
松
代
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
上
越
支
庁
長

を
は
じ
め
、
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
を
得
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
八
分
団
か
ら
五
百
余
名
の
団
員
が
集
ま
り
、
部
隊
訓

練
・
ポ
ン
プ
操
法
・
市
中
行
進
と
規
律
あ
る
平
素
の
訓
練
ぶ
り
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
は
意
気
あ
が
る
大
会
の
一
部
の
様
姿
で
す
。

熈

火
災
に
注
意
を

　
チ
ョ
ッ
ト
し
た
不
注
意
や

や
石
油
な
ど
取
扱
い
の
知
識

が
、
爆
発
・
引
火
な
ど
災
空

の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

上
の
注
意
・
知
識
の
向
上
、

の
点
検
等
、
　
一
層
の
ご
協
力

願
い
い
た
し
ま
す
。



　
　
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
に

　
　
　
住
宅
積
立
貯
金
を
ど
う
ぞ

　
マ
イ
ホ
ー
ム
の
建
設
は
、
多
額
の
資

　
　
　
し

金
を
必
要
と
し
、
そ
の
資
金
調
達
は
、

な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
皆
さ
ま
の
マ
イ
ホ
ー
ム

づ
く
り
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
よ
う
、

住
宅
積
立
貯
金
の
制
度
を
設
け
て
お
り

ま
す
。

こ
の
貯
金
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
建
設
を

目
的
に
、
毎
月
五
千
円
か
ら
一
万
二
千

円
を
三
年
か
ら
五
年
間
積
み
立
て
る
も

の
で
す
。

積
立
金
が
四
十
三
万
円
程
度
に
な
り
ま

す
と
、
郵
政
省
が
、
住
宅
金
融
公
庫
に

住
宅
資
金
の
貸
付
け
を
あ
っ
せ
ん
し
ま

す
。　

住
宅
積
立
貯
金
の
利
点
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

L
公
庫
の
一
般
個
人
住
宅
貸
付
額
に
、

　
割
増
額
を
上
積
み
し
た
融
資
額
が
受

　
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
割
増
額
は
、
地

　
区
や
建
設
面
積
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

　
り
ま
す
が
、
最
高
百
七
十
五
万
円
の
割

　
増
額
と
な
り
ま
す
。

2
貯
金
の
積
立
方
法
は
、
収
入
に
合
わ

　
せ
て
ご
利
用
願
え
る
よ
う
に
十
六
コ

　
ー
ス
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

3。

積
立
て
ら
れ
た
貯
金
は
定
額
貯
金
並

　
み
の
高
い
利
息
が
つ
き
ま
す
。

4
郵
便
貯
金
預
入
最
高
制
限
額
（
三
百

　
万
円
）
の
わ
く
外
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
を
ご
思
案
中
の
方

あ
る
い
は
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
、
松
代
郵
便
局
の
窓
口
係

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

ム
準
々
決
勝
第
一
試
合

P
聾
聾
騒
講
部
脈

△
準
々
決
勝
第
二
試
合
（
延
長
8
回
）

開
麓
器
畏
難
蓬

△
準
決
勝

ω
ω
⑭
ω
ω
P
碧
凝
饗
知

◎
高
校
グ
ラ
ン
ド

ム
準
々
決
勝
第
一
試
合
（
登
回
コ
ー
ル
ド
）

競
ω
毅
膨
皆
で
ン

ム
準
々
決
勝
第
二
試
合

ω
㈹
B
留
鍋
死
韓
講
霧
静

△
準
決
勝

署
馳
旦
鰐
羅
馨
ン

ム
決
勝
（
6
回
日
没
コ
ー
ル
ド
）

班
器
鎚
捲
紅
論
4
跨

◎
個
人
表
彰

　
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞

　
米
持
実
夫
（
商
工
会
青
年
部
B
・
室
野
）

　
柳
　
忠
司
（
　
　
〃
　
　
　
　
・
苧
島
）

　
早
く
お
返
し
を

　
　
間
違
っ
て
配
達
さ
れ
た
郵
便

　
郵
便
局
で
は
、
郵
便
物
を
正
確
に
配

達
す
る
よ
う
十
分
注
意
し
て
い
ま
す
が
、

も
し
、
間
違
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合
に

は
な
る
べ
く
早
く
郵
便
局
へ
お
返
し
く

だ
さ
い
。
返
さ
れ
る
時
に
は
、
お
手
数

で
す
が
、
間
違
っ
て
配
達
さ
れ
た
旨
と
、

お
宅
の
住
所
氏
名
を
書
い
た
付
せ
ん
を

つ
け
て
、
お
近
く
の
ポ
ス
ト
ヘ
投
か
ん

す
る
か
窓
口
へ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
間
違
っ
て
配
達
さ
れ
た
郵
便

物
を
誤
っ
て
開
封
し
た
場
合
に
は
、
誤

っ
て
開
封
し
た
旨
も
付
せ
ん
に
お
書
き

添
・
く
だ
さ
い
。

町長杯争奪野球大会
チ
ー
ム

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
薄
曇
り
の
天
候
と
、
前
夜
の

小
雨
に
よ
る
し
め
り
で
、
グ
ラ
ン
ド
は

最
良
の
状
態
で
行
な
わ
れ
、
実
力
も
伯

仲
好
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
春
・

秋
と
連
続
優
勝
を
ね
ら
う
司
工
務
店
は

準
決
勝
で
惜
敗
、
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
の

覇
者
商
工
会
青
年
部
B
と
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
の
覇
者
土
木
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
ー
ズ
の

決
勝
と
な
り
、
打
力
に
勝
る
商
工
会
青

年
部
B
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
収
穫
前
の
初
秋
の
一
日
、
楽
し
い
盛

大
な
大
会
で
し
た
。

　
大
会
の
成
績

町
商
工
会
青
年
部
B
が

　
　
　
　
　
　
優
　
　
勝

　
台
風
6
号
の
も
た
ら
し
た

雨
に
よ
り
一
週
間
順
延
さ
れ

た
松
代
町
長
杯
争
奪
野
球
秋

季
大
会
（
通
算
第
2
9
回
大
会

町
野
球
協
会
主
催
）
は
、
8

月
3
1
日
松
代
中
学
校
及
び
松

代
高
等
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
、
予
選
で
勝
残
っ
た
8

（
参
加
1
7
チ
ー
ム
）
で
行
な
わ

町民プール目記
松イヤ1、学校7k泳大会

成
果
の
発
表
を
、

ー
ル
第
一
号

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
真
夏
を
思
わ
せ
る
残
暑
の
中
、
子
ど

も
た
ち
は
元
気
一
パ
イ
、
二
学
期
の
ス

タ
ー
ト
を
飾
る
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

　
な
お
、
ち
な
み
に
、
50
m
以
上
（
プ

ー
ル
一
往
復
）
の
競
泳
第
一
位
の
記
録

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

◎
自
由
型
5
0
m

　
男
子
　
4
3
秒
5
　
六
年
・
楯
沢
竜
彦

　
女
子
　
3
9
・
4
　
〃
・
五
十
嵐
ま
り
子

◎
自
由
型
㎜
m

　
男
子
　
1
分
必
秒
7
六
年
山
岸
正
文

　
女
子
　
1
〃
36
〃
0
〃
・
五
十
嵐
ま
り
子

◎
平
泳
5

0
m

　
男
子
　
娼
秒
7
　
六
年
・
相
沢
　
一

　
女
子
　
5
1
〃
0
　
〃
　
・
中
村
知
恵
美

◎
平
泳
0

0
m

　
　
　
　

　
男
子
　
1
分
肛
秒
∩
六
年
　
相
沢
　
一

　
女
子
　
2
〃
0
〃
0
〃
・
中
村
知
恵
美

◎
背
泳
50
m
（
女
子
の
み
）

　
女
子
　
5
3
秒
1
　
六
年
・
鈴
木
綾
子

　
　
（
氏
名
上
・
印
は
校
内
大
会
新
記

　
　
　
録
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
八
月
二
五
日
頃
か
ら
町

内
各
学
校
は
第
二
学
期
に

入
り
ま
し
た
が
、
本
町
松

代
小
学
校
で
は
、
一
学
期

の
水
泳
授
業
と
夏
休
み
中

の
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

　
　
と
九
月
二
日
町
民
プ

（
松
代
）
に
お
い
て
水
泳
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織
藻

初
の
議
長
杯
は
女
性
に

　
第
二
回
朝
顔
品
評
会

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
、
松
代
町
園
芸

愛
好
会
主
催
の
第

八
月
十
七
日
か
ら

れ
ま
し
た
。

二
回
朝
顔
品
評
会
は

二
十
日
ま
で
開
催
さ

　
今
年
か
ら
松
代
町
議
会
議
長
、
市
川

璋
次
氏
の
大
優
勝
杯
が
寄
贈
さ
れ
、
二

年
目
と
あ
っ
て
粒
よ
り
の
作
品
が
出
品

さ
れ
、
技
を
競
い
ま
し
た
。
あ
た
か
も

国
際
婦
人
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
初
の
大

議
長
杯
・
最
優
秀
賞
は
、
相
沢
ヨ
シ
さ

ん
が
受
賞
し
、
優
秀
賞
も
高
橋
ハ
ツ
さ

ん
と
、
二
種
目
共
女
性
が
独
占
す
る
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
◎
出
品
鉢
数
　
　
七
十
三
鉢

　
　
出
品
者
数
　
　
二
十
四
名

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

◎
行
灯
仕
立
の
部

　
最
優
秀
賞
　
相
沢
ヨ
シ

金
賞

銀
賞

銅
賞

残
念
賞

◎
切
込
仕
立
の
部

優
秀
賞

金
賞

銀
賞

銅
賞

高
橋
ハ
ッ

関
谷
正
義

万
羽
卓
司

柳
　
亘

高
橋
　
清

万
羽
卓
司

関
谷
栄
一
　
樋
口
政
信

柳
　
亘

高
橋
清
関
谷
源
次
郎

市
川
政
雄
　
高
橋
ハ
ツ

柳
　
勇

関
谷
正
好
（
二
）

高
橋
清
樋
□
政
信

柳
亘
　
関
谷
福
次

　
関
谷
正
義

ノ慌レーボ≒ル汰会

ス
ポ
ー
ヅ
の
日

青
年
学
級
（
団
）
職
場
チ
ー
ム
太
会

申
込
は
9
月
ろ0
日
ま
で
に

　
第
3
回
　
青
年
学
級
（
青
年
団
支
部
）

・
職
場
チ
ー
ム
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
、
10
月
10
日
ス
ポ
ー
ッ
の
日
に
、

松
代
高
等
学
校
体
育
館
に
お
い
て
行
な

い
ま
す
。
出
場
希
望
者
は
9
月
30
日
ま

で
に
町
公
民
館
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
三

〇
一
番
・
係
鈴
木
へ
照
会
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
凶

　
　
　
　
噌

　　　笥
　　　　ぞ

…
三
…
…
7
…
一
1
一
…
…
－
…
7
…
一
7
…
…
…
…
1
一
…
…
三
…
≡
一
三
…
…
三
…
一
＝
一
7
…
7
…
一
マ
…
一
一
7
…
7
…
一
一
7
畠
一
一
一
．
7
畠
一
ロ
．
卿
7
昌
．
顧
噌
一
7
畠
．
日
－
．
7
．
一
－
齢
隅
7
畠
一
．
一
．
7
．
一
一
囎
噂
7
鼻
一
．
ロ
ー
三
囎
．
一
．
7
．
藺
．
一
一
7
畠
幅
一
．
一
7
畠
－
一
一
一
7
昌
薗
一
．
薗
7
畠
一
ロ
一
7
畠
一
一
．
．
7
昌
．
．
．
．
三
．
一
一
曾
畠
．
一
．
一
マ

蕊嵐支
』
芸

し
ぶ
み
句
会
　
他
石
先
生
選

　
　
7
月
1
7
日
・
於
克
雪
セ
ン
タ
ー

松
鳴
り
て
波
散
る
梅
雨
の
親
不
知

七
夕
の
夜
店
の
西
爪
五
十
余
個

断
崖
の
松
に
白
鷺
親
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

荒
梅
雨
に
運
動
会
の
二
日
延
び

指
先
に
十
薬
の
香
の
残
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

梅
雨
じ
め
り
し
て
い
て
庫
裡
の
土
間
広
し

老
鶯
や
坂
道
ふ
さ
ぐ
杉
丸
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

は
ん
が
ん
の
花
匂
う
な
り
草
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

生
れ
た
る
蝉
蕗
の
葉
に
つ
つ
み
来
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

さ
み
だ
れ
の
つ
か
の
間
の
晴
ち
り
焼
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

梅
雨
空
に
大
運
動
会
の
一
ト
月
得
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

　
郡
青
年
団

　
　
　
駅
伝
大
会
終
る

　
伝
統
あ
る
郡
青
年
団
駅
伝
第
八
回
大

会
は
、
九
月
七
日
残
暑
き
び
し
い
中
、

盛
大
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
の
コ
ー
ス
は
、
松
代
中
学
校
入

口
三
叉
路
を
ス
タ
ー
ト
、
池
尻
・
蒲
生

・
儀
明
・
大
平
・
大
島
・
坊
金
・
安
塚

を
経
て
浦
川
原
村
公
民
館
前
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
。
全
長
三
三
・
四
血
、
九
区
間

九
人
の
選
手
で
継
走
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
　
「
郡
内
に
お
い
て
勤

労
に
従
事
す
る
青
年
が
、
こ
の
恵
ま
れ

た
大
自
然
の
も
と
、
起
伏
に
富
ん
だ
駅

伝
コ
ー
ス
を
走
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃

の
集
団
活
動
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
友
愛
と
団
結
を
よ

り
深
め
、
ま
た
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
っ
て
郷
土
の
建
設
に
寄
与
す
る
。
」

こ
と
が
主
旨
で
あ
り
、
郡
町
村
会
・
教

委
連
絡
協
議
会
・
公
民
館
連
絡
協
議
会

・
新
潟
日
報
社
が
後
援
し
て
、
東
頚
城

郡
連
合
青
年
団
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
沿
道
で
は
郡
民
の
方
々
の
盛
大
な
応

援
が
あ
り
ま
し
た
。
出
場
選
手
は
持
て

る
若
い
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
完
走
し

意
義
あ
る
一
日
で
し
た
。

　
な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

22　2　22
・…　　時
39160707間
・…　　　06
55052513分
　　　　　36
　　　　　秒

松
代
町
家
庭
教
育
学
級
第
4
回

期
目
は
1
0
月
四
目
で
す

　
会
場
・
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
時
間
・
午
前
9
時
2
0
分

※
該
当
の
ご
家
庭
に
は
間
近
に
ご
案

　
内
を
差
上
げ
ま
す
。

※
計
画
表
の
1
0
月
12
日
の
も
の
を
、

　
保
育
園
の
運
動
会
に
よ
り
、
一
週

間
延
期
い
た
し
ま
し
た
。

失
効
さ
せ
な
い
よ
う
に

町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
更
新
日
は

　
九
月
十
六
日
　
　
一
〇
月
一
二
日

一
一
月
十
八
日

　
受
付
　
午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

　
講
習
　
午
後
一
時
か
ら


